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はじめに 

CrossOver DA1 ES9038PRO DUAL/QUAD DACとマイコンについて 

この CrossOver DA1 は、2016 年に発売さ

れた 新世代フラッグシップ ES9038PRO
を 大 4 個搭載することを目的とした

DAC です。この DAC を駆動するために

パフォーマンスに優れたマイコン

ESP8266(WROOM-02)を使用しています。 

ESP8266 の主な特徴 
・ プログラム FLASH：1MB 
・ 命令 RAM：64kB 
・ データ RAM:96kB 
・ フラッシュメモリ：4MB 
・ CPU 動作クロック：80MHz(160MHz 駆動可能) 
・ フラッシュメモリ動作クロック：40MHz(80MHz 駆動可能) 
・ WiFi 対応 IEEE 802.11 b/g/n 

これまでのマイコンの概念を覆す特徴と、高度なオブジェクト指向設計とプロ

グラミング技術で、様々な機能を実装しています。 

フラッシュメモリにチャンネル毎の設定値を保持し、電源断が行われても設

定値が消えることがないように処置しています。 

WiFi を用いて、家庭内ネットワークに接続することにより、プログラムの更新

が行えます。 

マイコンのパフォーマンスは留まるところを知らず、様々な箇所に課題と対策

を実施し、可能な限り、快適な操作感を実装しています。 

「自作だからこそ、プログラムは 高が良い」と私は思っています。自分にと

って使い勝手の良いプログラムであってほしい。さらに叶うのであれば、使っ

ている間、拡張を続けたい。僕らは自作しているのですから！ 

チャプター 

1
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はじめの最後に 

このソフトウェアには、稚拙ながら考えついた機能、アドバイス頂いた機能を

何でもかんでも取り込んで、がむしゃらに突き進みました。この暑苦しさ、ド素

人ならではのドロドロした熱意を感じて頂ければありがたいです。報われます。 

夜中に爆音を鳴らし奇声を上げる俺を、暖かく見守ってくれた妻と息子達に

感謝を。いや、何度か妻にはモスキート音での抗議を食らっています。聞こ

えない帯域での抗議ありがとうございます！ 

そして、北鎌倉電子工作同好会の皆さん。ちょっとした雑談からこのプロジェ

クトが始まりました。そして、大丈夫？というレベルだった僕を、とりあえずプロ

ジェクト完了というところまで引っ張り上げてくださいました。スキルも大分あ

がったんじゃないかな？と自負しています。ありがとうございます。 

今度みんなでうまい物食いに行きましょう！ 

ResetStudioSounds 
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起動時ボタン操作について 

起動時のボタン操作によって ROMがクリアされる！
WiFI設定、プログラム更新ができる！ 
 

起動時にボタン操作を行うことで、様々な動作をさせることが可能です。 

 通常モード：起動時にボタンを押さない場合、通常モードで立ち上がり

ます。 

 初期設定モード：起動時にミュートボタンを押したままにすることで、WiFi
以外の全ての設定値が初期化（ROM クリア）されます。 
初回動作時、プログラム更新後には必ずこの操作を行い、初期化をし

てください。 
※初期値はメニュー項目の説明に記述しています。 

 WiFi 設定モード：起動時に Enter ボタンを押したままにすることで、WiFi
設定モードになります。 
プログラム更新モードなど、ネットワーク機能をご利用になる場合は、

WiFi設定を事前に行ってください。 

 プログラム更新モード：起動時にメニューボタンを押したままにすること

で、プログラム更新モードになります。 
WiFi設定が完了している場合のみ、プログラム更新モードが実行でき

ます。事前にWiFi設定モードにてWiFi設定を行ってください。 

 

 メニュー操作による起動時モード設定：DAC_1001 以降の DA1 設定で

は、メニュー操作で上記モードに遷移可能です。DAC 設定ページを参

照ください。 

チャプター 

２
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初期設定モードについて 

設定をクリアしよう 

ミュートボタンを押したまま電源を投入すると「初期設定モード」になります。 

以下の場合にご利用ください。 

 初回電源投入時 

 プログラム更新モードで、プログラムを更新した時 

 システムが不調なとき 

初期設定モード時、EL 液晶は以下の表示となり、自動的にリセット処理を行

います。リセット処理後は通常モードで立ち上がります。 

 

 

  

CrossOverDA1 ROM 

Initialize...... 
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WiFi設定モードについて 

WiFi設定を行う事で、プログラム更新が可能に 

Enter ボタンを押したまま電源を投入すると「WiFi 設定モード」になります。 
ご自宅に WiFi ネットワークがある場合、この設定を行う事で次回以降自動的

に DA1 がネットワークに参加します。 

以下の場合にご利用ください。 

 プログラム更新を行いたい 

 WiFi ネットワークを変更したい 

 SSID・パスワードを変更したい 

1. WiFi 設定モード時、EL 液晶は以下の表示となります。 
 
 

2. iPhone など WiFi に既に接続している機器から、DA1 に接続します。 

 

WiFi SettingMode 

*Wait ConnectAP* 
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3. 自動的に以下画面に変わります。「WiFi Setting」をタップしてください。 

 

DA1 MAC address is 以降の表示内容は、マイコンによって変わります。WiFi ルータの
セキュリティ設定などで MAC アドレスが必要な場合、この画面の情報を参考にしてく

ださい。 
 

4. 以下画面に変わります。「SSID」をタップすると、マイコン周辺の WiFi 基
地局が表示されます。ご自宅の WiFi 基地局を選択し、Password を入力

してください。入力が終わりましたら、「送信」ボタンをタップします。 
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5. 正常に接続できた場合、DA1 以前に接続していた基地局に再接続しま

す。CrossOverDA1 の WiFi は、リストから消去されます。

 

SSID もしくはパスワードが誤っていた場合、一度電源を落とし、再度「WiFi 設定モー
ド」を実行してください。 

 

プログラム更新モード 

自作マイコンプログラムは、期限から解放された 

メニューボタンを押したまま電源を投入すると、「プログラム更新モード」にな

ります。以下の場合にご利用ください。 

 CrossOverDA1 のアップデートが告知された時 

 音楽を聴く前にふと気が向いたとき 
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操作方法について 

DAC、ASRC、DIXの設定を変更しよう 

用途に応じて、プッシュボタン・ロータリーエンコーダ、AppleREMOTE を使

用したリモコン操作が行えます。 
 

 プッシュボタンについて 

 ミュート/レジュームボタン 
ミュート時  -127.5dB から、前回設定値に復元する。 
レジューム時  現在値から、-127.5dB まで減少する。 
 

 入力切替ボタン 
押したボタンに対応する入力に切替える。ボタン押下時の状況によ

って、トップメニューに戻る。 
 

 メニュー操作ボタン 左右 
ボタン押下時の状況によって、メニューの切替・値の増減・ＯＮ/ＯＦ

Ｆ切替・カーソル移動を行う。 

 メニュー操作ボタン 選択ボタン 
ボタン押下時の状況によって、メニューの決定・メニューの下位階

層への移動・選択値の決定・値の変更開始・値の決定を行う。 

 メニュー操作ボタン メニューボタン 
ボタン押下時の状況によって、メニューの上位階層への移動・選択

値のキャンセル・値の変更キャンセルを行う。 

チャプター 

３
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ボリュームアップ

ボリュームダウン

右ボタン 

左ボタン 

選択ボタン 

ミュート／レジュームボタンメニューボタン 

 ロータリーエンコーダについて 
どのメニュー状況においても、ボリューム増減を行う。 
 

 AppleREMOTE について 

 ボリュームアップ・ボリュームダウンボタン 
ボリュームの増減を行います。 
 
押下し続けた場合、連続してボリュームの増減が行えます。 

 その他ボタン 
各ボタンは、入力切替以外のプッシュボタンに準拠します。 
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画面表示について 

画面の大まかな構成を見てみよう！ 

画面は階層型のメニューをもとにして構成されています。 
 

大まかなメニューの階層、メニューの詳細な内容については、次ページ以降

の参考図表を参照ください。 

 

簡単にメニュー変更の操作を再掲します。リモコン操作も同様です。 
・同じ階層のメニューを遷移するには左右ボタン 
・深い階層に遷移するときは選択ボタン 
・階層を戻るときはメニューボタン 
 
・値の変更を開始するには選択ボタン 
・値を変更するには左右ボタン 
・変更値を設定するには選択ボタン 
・変更値を破棄するにはメニューボタン 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャプター 

４
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右ボタン

左ボタン 

選択ボタン

メニューボタン 

メニュー階層概要 

メニューは階層型となっており、上位メニュー、下位メニューを行き来し設定

や情報の確認を行う構造としています。メインメニューを起点として、同一階

層内の画面遷移は「左右」ボタン、階層間の画面遷移は「選択・メニュー」ボ

タンです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下は、AppleREMOTE で操作する場合の参考図です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力切替メニュー メインメニュー 

DAC メニュー ASRC メニュー DIX メニュー 

DAC 設定へ ASRC 設定へ DIX 設定へ 

メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
階
層 

デ
バ
イ
ス
メ
ニ
ュ
ー
階
層 

設
定
階
層 

DA1 設定メニュー 

DA1 設定へ
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メインメニュー階層 

当ページ以降、階層毎に説明を行います。階層内
は左右ボタンで遷移します。 

画面名称 
（日本語名称） 

表示例と説明 パラメータ群および 

初期設定値 

メイン 

メニュー 
 

メインメニュー画面です。 

アッテネート値、入力機器名称を表示します。 

① アッテネート値 

小：-127.5dB, 大:0.0dB の間で、現在のアッテネート

値をリアルタイム表示します。 

② 入力機器名称 

現在選択している入力機器を表示します。 

－ 

入力切替 

メニュー 
 

入力機器の切替画面です。 

選択ボタンを押すと、入力機器の切替を行います。 

チャンネル切替ボタンを押すことで、当メニューを利用せずダイレク

ト選択も可能です。（当メニューは、チャンネル切替ボタンを使わず

に、入力機器の切替を目的としています） 

 

OPTICAL 1 

OPTICAL 2 

SPDIF 1 

SPDIF 2 

I2S 1 

I2S 2 

PCM/DSD 

COMBO384 

HDMI 

 

 

  

①：アッテネート値

②：入力機器名称

①：入力機器名称
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デバイスメニュー階層 

デバイスメニュー階層には、「DAC」「ASRC」「DIX」メ
ニュー画面があります。それぞれの画面には様々な
情報を表示しているため、個別に解説します。 

DACの設定状況を表示する
画面です。 
この画面で「設定」ボタンを押
すと、DAC設定階層に遷移
します。 

  

DAC メニュー 

画面名称 表示例と説明 パラメータ群および 

初期設定値 

DAC 

メニュー 

 

 

 

DAC メニュー画面です。 

現在の DAC 動作状況を表示します。ここで「選択」ボタンを押すこ

とで DAC 設定メニューに遷移します。 

① クロック動作モード 

現在 DAC が動作しているクロックのモードを表示します。

入力音源周波数によっては、マイコンによって再設定し

たクロック動作モードを表示します。 

【OSC：Si570】、【BMUL：BCLK 逓倍】、 

【MCLK：MCLK 入力】、【AUX：外部クロック入力】 

② DAC 動作クロック周波数 

現在 DAC が動作しているクロック数を表示します。入力

音源周波数によっては、マイコンによって再設定したクロ

ック周波数を表示します。MCLK,AUX の時は表示しませ

ん。 

③ 入力音源周波数 

DAC に入力している音源の BCLK 周波数を表示します。

ASRC が有効な場合、アップサンプリング後の値を表示し

ます。 

④ DAC ロック状況 

DAC が正常に動作しているかを表示します。 

【L:ロック】、【－：QUAD 用の表示領域】、【X：アンロック】 

－ 

①：DAC クロック動作モード 

➂：入力音源周波数 

②：DAC 動作クロック周波数 

④：DAC ロック状況

補足：入力音源がハ

イレゾすぎるハイレゾ

の時、音源と確実に

同期しているクロック

を DAC に入力する必

要があります。そのま

まにすると DAC の仕

様範囲外となるた

め、ハイレゾっぷりに

応じて BMUL をマイコ

ンが自動選択する場

合があります。

補足：上記補足同

様、ハイレゾすぎるハ

イレゾの時、入力音

源周波数に応じた動

作クロックを作り出す

必要があります。 

ハイレゾすぎるハイレ

ゾとは、PCM768KHz

及び DSD1024 で

す。ASRC の設定で、

PCM を選択すると確

認できます。
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ASRCの設定状況を表示す
る画面です。この画面で「設
定」ボタンを押すと、ASRC設
定階層に遷移します。 

  

ASRC メニュー 

画面名称 表示例と説明 パラメータ群および 

初期設定値 

ASRC 

メニュー  

 

 

ASRC メニュー画面です。 

現在の ASRC 動作状況を表示します。ここで「選択」ボタンを押す

ことで ASRC 設定メニューに遷移します。 

① アップサンプリングモード 

現在 ASRC が変換しているモードを表示します。 

【PCM：PCM768KHz への変換】、【DSD：DSD への変換】 

② 入力音源周波数 

入力音源の信号を基に、入力周波数を表示します。 

③ 変換後音源周波数 

ASRC でアップサンプリングした周波数を表示します。 

－ 

②：入力音源周波数 

①：アップサンプリングモード 

➂：変換後音源周波数 
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DIXの設定状況を表示する
画面です。この画面で「設
定」ボタンを押すと、DIX設
定階層に遷移します。 

 

 

 

 

  

DIX メニュー 

画面名称 表示例と説明 パラメータ群および 

初期設定値 

DIX 

メニュー  

 

 

DIX メニュー画面です。 

現在の DIX 動作状況を表示します。ここで「選択」ボタンを押すこ

とで DIX 設定メニューに遷移します。 

① DIX 利用状況 

入力機器が【OPTICAL 1,2】、【SPDIF 1,2】、【I2S 1,2】の

場合、DIX 使用となります。 

【USE：DIX 使用】、【UNUSE：DIX 未使用】 

② DIX 設定状況 

入力機器が【OPTICAL 1,2】、【SPDIF 1,2】の場合、設定

された出力書式を表示します。 

例【FORMAT :24Bit I2S】 

入力機器が【I2S 1,2】の場合、設定された入力モードを

表示します。 

【INPUTMODE:   DSD】 

－ ①：DIX 利用状況

②：DIX 設定状況 



C R O S S O V E R  D A 1  操 作 マ ニ ュ ア ル  

16 

設定階層 

これ以降はマイコンプログラムの版数によって流動
的に変更することを計画しているため、簡略化して
記載していく。 

DACの設定について、以下表を使用して説明する。 

DAC 設定 

画面名称 

日本語名称 

表示例と説明 パラメータ

群および 

初期設定値

DPLL 現在の DAC の DPLL 値を取得し表示する。設定項目は無し。画面上には【ASYNC】と

表示される。 

DPLL 値は【同期モード】中のみ表示される。これは、非同期モードが DPLL を利用しな

い、いわゆる NoBandWidth モードであるため、DPLL 値の取得自体が不可能となってい

るためである。非同期の要件から外れる入力音源周波数の場合、自動的に同期モード

にマイコンが設定を行うため、ASRC で【PCM】出力モードを設定した場合などでは表示

されない。 

また、その場合画面上に【SYNC】と表示される。 

－ 

Clock Select 

クロック選択 

DAC を駆動するクロックを選択する。入力音源周波数によっては、ここで設定した値か

らマイコンによって自動的に変更される事がある。その場合、ユーザによる設定値は保

持し、入力音源周波数が自動制御対象外となった時自動復帰する。 

 Si570 

入力音源周波数により、マイコンによって自動的に周波数を変更する。後述する

別の設定により、周波数を固定したり、微調整を行う事が可能である。 

 BCLKMultipul 

入力音源周波数により、マイコンによって入力信号からクロックを生成する。

44.1kHz 再生時に、利用している ICS570 の特性により逓倍クロックが通常では

生成できないが、CrossOverDA1 では当問題をマイコン制御により解決している

ため、問題なく再生が可能である。 

 MCLK 

入力音源信号を直接使用する。入力音源周波数、ASRC 利用状況によって【同

期モード】の見直しが適宜必要となるため、当 DAC では上級者向け設定と考え

る。 

 AUX 

外部からの CMOS 信号を使用する。高品質な 100MHz クロックなどを想定して

いる。実装していない場合、選択することを禁止する。 

Si570 
BCLKMultipull

MCLK 
AUX 
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SYNCHRO 

MODE 

同期・非同期モ

ード 

ES9038PRO の 大の目玉機能と考えているモード。いわゆる No Band Width モードを

設定する。ここで【OFF】を選択すると非同期モード、【ON】を選択すると同期モードに移

行する。 

同期モード時、Si570、BCLKMultipul を選択している場合は、マイコンが自動的に設定

を行う。 

ただし ES9038PRO の仕様上、DSD 再生時の同期モードは対応していない。設定は可

能だが、異音の原因となったり、ベースノイズが-80dB ほどに悪化する可能性がある。

OFF 

ON 

Si570 Fix Mode 

Si570 

周波数固定 

モード 

クロックに Si570 選択時、マイコンによる周波数自動設定を行うかを設定する。【ON】

で固定となり、Si570 周波数固定クロックで設定した値を維持する。 

 

（お試し機能に近いため、後日削除する可能性有り） 

OFF 

ON 

Si570 Fix 

Clock 

Si570 

周波数固定 

クロック 

クロックに Si570 選択時、Si570 周波数固定モードが【ON】の時、当クロック周波数が

採用される。 

 

（お試し機能に近いため、後日削除する可能性有り） 

10，000，

000 

～ 

100、000、

000 

 

Si570 Clock 

Diff 

Si570 周波数

調整 

クロックに Si570 選択時、Si570 の設定周波数を、1 クロック単位で微調整する。こ

の設定は、全ての入力機器で共通の設定となる。また、マイコンによる周波数自動設

定、固定クロックに影響がある。 

 

（お試し機能に近いため、後日削除する可能性有り） 

 

-10、000 

～ 

0 

～ 

10、000 

Si570 Adj 

Count 

Si570 

周波数設定変

動量 

Si570 の周波数固定クロック、周波数調整時の変動量を設定する。 

 

（お試し機能に近いため、後日削除する可能性有り） 

1 

10 

100 

 

PCM DPLL 

PCM 入力時

DPLL 値 

PCM 再生時の DPLL 帯域幅を設定する。 

数値が小さいほど DPLL の帯域は狭くなり、音質が良くなる傾向にある。安定してロッ

クする範囲内での設定を行うこと。 

また、ここでは設定値を０にすることはできない。 

別記している、同期・非同期モードで【ON】を設定すると、当設定は無視され、自動的

に０が設定される。【OFF】が設定されると当設定値が適用される。 

1 

～ 

5 

～ 

15 
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DSD DPLL 

DSD 入力時 

DPLL 値 

DSD 再生時の DPLL 帯域幅を設定する。 

数値が小さいほど DPLL の帯域は狭くなり、音質が良くなる傾向にある。安定してロッ

クする範囲内での設定を行うこと。 

また、ここでは設定値を０にすることはできない。 

別記している、同期・非同期モードで【ON】を設定すると、当設定は無視され、自動的

に０が設定される。【OFF】が設定されると当設定値が適用される。 

1 

～ 

10 

～ 

15 

FILTER Shape 

フィルター 

再生時のフィルターを選択する。 

間に reserved が入っているのは、大人の事情と思うこと。許して。 

パラメータは省略名で記載している。正式名称は次の通り 

 

fast roll-off, linear phase filter 

slow roll-off, linear phase filter 

fast roll-off, minimum phase filter 

slow roll-off, minimum phase filter 

reserved 

apodizing, fast roll-off, linear phase filter 

hybrid, fast roll-off, minimum phase filter 

brickwall filter 

FastRO LP 

SlowRO LP 

FastRO MP 

SlowRO MP 

reserved;) 

A,FastRO LP 

H,FastRO MP 

BrickWallｔ 

IIR 

Band Width 

8 x IIR 

補完フェーズ 

フィルター 

IIR フィルターの通過帯域(-3dB)をどこの帯域にするか？を設定する。 

 

設定値 x fs / 44100 kHz 

 

（再生する周波数に自動追尾するか悩み中） 

47.77k 

50k 

60k 

70k 

Mute Mode 

Select 

ソフトミュートモー

ド選択 

ソフトミュートのモードを変更する。 PerfomeMuteG

MuteGround 

AutoMute 

Nomal 

Mute 

RelaySelect 

リレー制御モード

選択 

起動後、ミュートリレーの制御を変更する。 

かちかち言うのが好きな方は ON しかあり得ない。 

OFF にしておくと、起動時以外はリレー制御を行わない。 

OFF 

ON 

SWAP ASRC 

DSD CH 

DSD アップサン

プリング時左右

ch 入替 

ASRC で使用している AK4137 の PCM 変換時出力と DSD 変換時出力の組み合わせ

は、以下のとおり。 

・I2S-DATA を DSD の Lch とする。 

・I2S-LRCK を DSD の Rch とする。 

 

これは、CrossOver チームで使用している Combo384、DIYINHK などの出力組み合わ

せと逆転している。 

・I2S-DATA を DSD の Rch とする。 

・I2S-LRCK を DSD の Lch とする。 

 

暫定対策として常に左右反転を行う設定とすると以下の問題が発生する。 

OFF 

ON 



C R O S S O V E R  D A 1  操 作 マ ニ ュ ア ル  

19 

・PCM 時に左右が逆転してしまう。 

・入力音源が DSD の時、ASRC を【ON】、【OFF】にしたときに左右が逆転してしまう。 

 

という理由により、暫定対策では効果が複雑化するだけと判断し、当設定を用意し

た。 

当設定を【ON】にした時、以下条件で左右反転を行い、【OFF】の時は処理をしない。 

・ASRC を利用しており、DSD 変換を行っている場合 

SWAP ALL DSD 

CH 

DSD 時 

左右 ch 入替 

DSD 伝送の規格が不明確な事もあり、DDC によっては DSD 時に反転しておいた方が

よいケースもあるのではないか？と考え、当設定を用意した。 

当設定を【ON】にした時、入力音源が DSD の場合、左右反転を行い、【OFF】の時は処

理をしない。 

 

この設定は、DSD アップサンプリング時左右 ch 入替に影響する。 

 

OFF 

ON 

SWAP ALL LR 

CH 常時 

左右 ch 入替 

条件無しで PCM、DSD 双方左右反転する。 OFF 

ON 

 

Gain Calibration 

DAC 出力自動

調整 

DAC 内部の抵抗と、外部に取り付けた高精度抵抗との分圧結果を DAC の ADC で測

定し、出力電流を均一化する機能。 

【OFF】から【InitialOnly】もしくは【Every 10 sec】に変更することで、機能が有効となる。

機能が有効になったとき出力を-2dB し、その点を中心として DAC の出力を増大もしく

は減少させ、すべての DAC チップ出力を統一する。 

【OFF】設定時、設定を 0dB に戻す。 

【InitialOnly】設定時、即時出力を調整する。また、起動時に自動設定する。 

【Every 10 sec】設定時、10 秒ごとに出力を調整する。 

 

OFF 

InitialOnly 

Every 10 sec

THD Compensation, 

Set DACx THD 2nd, 

Set DACx THD 3rd 

THD 補正機能 

 

x には 1～4 の番号

が入り、標準基板上

の DAC は１・２、

QUAD 拡張基板上

の DAC は３・４が該

当する。 

ES9038PRO の THD 高品質化に関わる機能。ON にした後、THD 2nd,3rd で設定した

値でチューニングを行う（注意：自動設定では無い） 

IV 変換後の LPF 出力で THD の計測を行い、リアルタイムで 2 次変調ノイズと 3 次変

調ノイズを確認しながらパラメータを変更し、一番ノイズが少ない値を設定する。なお、

当方の環境では-120dB が計測限界だったため、それ以上の補正は未確認である。 

 

注意事項： 

・アナログ段の仕様やパーツ構成（オペアンプ含む）によって補正値が違うため、アナロ

グ段の仕様を変更したときは、必ず再計測を行い補正値を変更すること。 

参考：当方環境 

DA1 以外に用意するハードウェア 

高性能弱ノイズ Windows10 PC 

DA1 に接続する DDC 

・COMBO384 など 

アナログ入力可能なサウンドカード 

・サウンドブラスターなど 

Windows 用ソフトウェア 

サイン波出力ソフト 

・WaveGene など 

THD 解析ソフト 

・WaveSpectra など 

1. DUAL 側もしくは QUAD 側の IV 基板のみ挿入 

2. COMBO384 から 1kHz のサイン波を出力し DA1 に送出 

3. アナログ出力（LPF の出力）を ch 毎に FFT 解析し、変調ノイズを確認、ch に対応

する DAC 毎に THD 2nd,3rd の値を設定、THD が一番 小となる値を検索する。

THDCompensa

tion の値 

OFF 

ON 

 

Set DACx THD 

2nd,3rd の値

-127 

～ 

0 

～ 

127 
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ASRC の設定について、以下表を使用して説明す

る。 

 

ASRC 設定 

画面名称 

日本語名称 

表示例と説明 パラメータ群および 

初期設定値 

ASRC Enable 

ASRC 

有効・無効 

アップサンプリングの設定を行う。 

【ON】の時、アップサンプリングを行い、【OFF】の時、入力音源をそのまま DAC

へと受け渡す。 

 

OFF 

ON 

PCM,DSD 

SELECT 

アップサンプ

リングモード 

アップサンプリングするモードを選択する。 

 

【PCM】の時、入力音源を 768KHz へとアップサンプリングする。 

※この時、DAC が非同期モードの仕様要件から外れるため、強制的に同期

モードに移行し、クロック選択・クロック周波数をマイコンで自動設定する。 

 

【DSD】の時、以下周波数帯毎にアップサンプリングする。 

 PCM44.1KHz～96KHz      DSD128 

 PCM176.4KHz～768KHz  DSD256 

 DSD64～DSD256            DSD256 

 

上記以外の以下入力音源周波数は ASRC が有効なとき、無音となる。 

DSD512～DSD1024 

 

PCM 

DSD 

RollOffType 

フィルター 

係数 

ディジタルフィルターを選択する。 

44.1kHz,48.0kHz を入力時に SlowRollOff 設定を行うと、著しい音質低下

が発生します。これは AK4137 の特性と見受けられます。 

将来的に、上記周波数時は SlowRollOff 設定されていても、強制的に

SharpRollOff 設定にすることを考えています。 

SharpRollOff 

SlowRollOff 

Filter Delay 

フィルター 

係数 

ディジタルフィルターを選択する。 Nomal Delay 

Short Delay 
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De-

emphasis 

デエンファシ

ス 

デエンファシスを選択する。 44.1kHz 

OFF 

48.0kHz 

32.0kHz 

Dither 

ディザ 

ディザを加算するか選択する。 OFF 

ON 

INPUT PCM 

FMT 

入力音源 

書式 

入力音源の書式を選択する。 

 

32bitLSB 

24bitLSB 

32bitMSB 

32or16bitI2S 

OUTPUT 

PCM FMT 

出力音源 

書式 

アップサンプリング後の書式を選択する。 

I2S が２つあるのは大人の事情です。そのうち消します。 

 

LSB 

I2S 

MSB 

I2S 

OUTPUT 

PCM BIT 

出力音源 

ビット数 

アップサンプリング後の出力ビット数を選択する。 32Bit 

24Bit 

20Bit 

16Bit 
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DIX の設定について、以下表を使用して説明する。 

 

 

 

 

 

  

DIX 設定 

画面名称 

日本語名称 

表示例と説明 パラメータ群および 

初期設定値 

OUTPUT 

PCM FMT 

出力音源 

書式 

【OPTICAL 1,2】、【SPDIF 1,2】の時、出力する書式を選択しま

す。それ以外の入力機器の時は設定しても無視されます。 

 
 

24Bit RJ 

16Bit RJ 

24Bit I2S 

24Bit LJ 

I2S INPUT 

MODE 

I2S 入力時 

モード 

【I2S 1,2】の時、入力信号が PCM/DSD どちらなのか判断する

ことができないため、当設定で明示的に指定します。 

PCM 

DSD 
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CrossOverDA1 の設定について、以下表を使用し

て説明する。 

 

 

 

 

 

DAC 設定 

画面名称 

日本語名称 

表示例と説明 パラメータ群および 

初期設定値 

DISPLAY 

Bright 

輝度調整 

表示板の明るさを、【255】から【15】までの範囲で設定します。

255 が一番明るい設定になります。 

255 

～ 

15 

DISPLAY 

FadeTime 

 

自動消灯 

時間設定 

未操作が続いたとき、表示板を消灯する時間（およその秒数）を

設定します。【Bright Keep】設定時、消灯を行いません。 

Bright Keep 

10 

～ 

250 

ROM 

VersionUp 

 

プログラム 

更新モード 

設定するとリセットし、起動時にメニューボタンを押下するのと同

じプログラム更新モードに遷移します。プログラム更新後リセット

し、初期設定モードに遷移します。 

【Execute】を表示中に選択ボタンを押下すると、即時実行しま

す。ご注意下さい。 

No 

Execute 

WiFi Setup 

 

WiFi 

設定モード 

設定するとリセットし、起動時に Enter ボタンを押下するのと同

じく、WiFi 設定モードに遷移します。 

【Execute】を表示中に選択ボタンを押下すると、即時実行しま

す。ご注意下さい。 

No 

Execute 

ROM Clear 

 

初期 

設定モード 

設定するとリセットし、起動時にミュートボタンを押下するのと同

じく、初期設定モードに遷移します。 

【Execute】を表示中に選択ボタンを押下すると、即時実行しま

す。ご注意下さい。 

No 

Execute 
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改定履歴 
 

2017/03/25 初版 

マイコン頒布バージョンにあわせて作成 

2017/06/18 第２版 

 マイコン WiFi UPDATE バージョン【DA1_1000】にあわせて作成 

 以下、改訂内容 

・ DSD 再生時の同期モード留意点追記 

・ AK4137 RollOffType 設定留意点追記 

・ DAC ソフトミュートモード選択、リレー制御モード選択、DAC 出力

自動調整、THD 機能 項目追加 

2017/08/05 第３版 

 マイコンバージョン【DA1_1001】にあわせて作成 

 以下、改訂内容 

・ メニュー操作でのモード変更方法追加 

・ DA1 設定メニュー追加 

・ SWAP ASRC DSD CH デフォルト値変更(ON) 

・ Gain Calibration 機能説明追記 

 

Chapter 

5


